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　 　　（１）

東

京

商

工

会

議

所

の

石

田

徹

専

務

理

事

の

音

頭

で

乾

杯

　

政

府

は

こ

の

ほ

ど

、

食

品

ロ

ス

の

削

減

目

標

を

達

成

す

る

た

め

の

施

策

パ

ッ

ケ

ー

ジ

を

ま

と

め

た

。

消

費

者

庁

や

農

林

水

産

省

、

経

済

産

業

省

な

ど

が

検

討

し

て

い

た

。

　

政

府

は

、

未

利

用

の

食

品

を

企

業

や

メ

ー

カ

ー

が

寄

付

す

る

こ

と

、

フ

ー

ド

バ

ン

ク

団

体

等

が

寄

付

し

て

も

ら

っ

た

食

品

を

生

活

困

窮

者

ら

へ

無

償

提

供

す

る

こ

と

を

さ

ら

に

進

め

る

姿

勢

だ

が

、

食

品

事

故

が

発

生

し

た

場

合

の

法

的

リ

ス

ク

が

阻

害

要

因

に

な

る

と

い

う

問

題

が

指

摘

さ

れ

て

い

た

。

　

今

後

、

官

民

で

議

論

を

深

め

、

一

定

の

管

理

責

任

の

内

容

を

示

す

「

食

品

寄

付

に

関

す

る

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

を

２

０

２

４

年

度

中

に

策

定

す

る

。

　

合

わ

せ

て

「

食

品

期

限

表

示

設

定

の

た

め

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

も

２

０

２

４

年

度

中

に

見

直

す

。

賞

味

期

限

（

お

い

し

い

目

安

）

が

来

て

も

ま

だ

食

べ

ら

れ

る

食

品

の

取

り

扱

い

を

検

討

し

、

寄

付

活

動

の

促

進

に

つ

な

げ

た

い

考

え

。

　

一

方

、

消

費

者

に

対

し

て

は

外

食

時

に

食

べ

き

れ

る

量

を

注

文

す

る

と

と

も

に

、

食

べ

残

し

た

場

合

は

持

ち

帰

る

よ

う

推

奨

し

て

い

る

が

、

店

側

と

し

て

は

帰

宅

後

の

飲

食

に

よ

る

食

中

毒

や

容

器

の

用

意

が

必

要

に

な

る

手

間

か

ら

敬

遠

す

る

ケ

ー

ス

も

あ

る

。

　

そ

こ

で

消

費

者

の

自

己

責

任

を

前

提

と

し

つ

つ

、

協

力

す

る

飲

食

店

等

が

留

意

す

べ

き

事

項

を

定

め

る

「

食

べ

残

し

持

ち

帰

り

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

も

２

０

２

４

年

度

中

に

策

定

す

る

。

　

政

府

は

国

連

の

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

を

踏

ま

え

、

２

０

３

０

年

度

ま

で

に

２

０

０

０

年

度

と

比

べ

食

品

ロ

ス

量

を

半

減

さ

せ

る

目

標

を

掲

げ

て

い

る

。

コ

ロ

ナ

禍

の

影

響

を

除

く

直

近

５

年

間

の

平

均

は

６

１

４

万

㌧

。

半

減

ま

で

あ

と

１

０

０

万

㌧

超

減

ら

す

必

要

が

あ

る

。

　

東

京

都

は

１

月

�

日

、

８

兆

４

５

３

０

億

円

に

上

る

２

０

２

４

年

度

予

算

案

を

発

表

し

た

。

①

「

人

」

が

輝

く

社

会

の

実

現

②

国

際

競

争

力

の

強

化

③

安

全

・

安

心

の

確

保

―

―

に

重

点

配

分

し

、

Ｄ

Ｘ

（

デ

ジ

タ

ル

ト

ラ

ン

ス

フ

ォ

ー

メ

ー

シ

ョ

ン

）

推

進

な

ど

日

本

の

将

来

に

つ

な

げ

る

構

造

改

革

も

重

視

し

た

。

　

　

こ

の

う

ち

中

小

企

業

と

地

域

産

業

の

活

性

化

に

関

し

て

は

、

商

店

街

の

振

興

に

前

年

度

と

同

様

�

億

円

が

計

上

さ

れ

た

。

　

都

は

、

商

店

街

が

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

核

と

な

り

、

イ

ベ

ン

ト

開

催

ほ

か

防

災

防

犯

等

に

も

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

を

評

価

。

　

「

ス

マ

ー

ト

商

店

街

推

進

事

業

」

で

は

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

レ

ス

化

や

ア

プ

リ

開

発

な

ど

デ

ジ

タ

ル

化

に

取

り

組

む

商

店

街

に

対

し

、

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

派

遣

や

機

器

購

入

に

か

か

る

助

成

内

容

を

拡

充

す

る

。

　

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

が

女

性

活

躍

の

推

進

を

要

望

し

て

い

た

点

で

は

、

引

き

続

き

「

若

手

・

女

性

リ

ー

ダ

ー

応

援

プ

ロ

グ

ラ

ム

」

が

実

施

さ

れ

る

。

商

店

街

で

の

開

業

サ

ポ

ー

ト

に

力

を

入

れ

る

ほ

か

、

創

業

間

も

な

い

店

舗

の

経

営

を

継

続

し

、

商

店

街

活

性

化

へ

の

貢

献

を

後

押

し

す

る

た

め

の

助

成

金

を

拡

充

す

る

。

　

ま

た

国

際

的

な

イ

ベ

ン

ト

を

活

用

し

た

観

光

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

を

行

う

と

と

も

に

、

外

国

語

マ

ッ

プ

作

成

な

ど

、

商

店

街

が

海

外

か

ら

の

来

訪

者

を

受

け

入

れ

ら

れ

る

支

援

も

す

る

。

　

予

算

案

発

表

の

記

者

会

見

で

小

池

百

合

子

知

事

は

「

時

代

の

節

目

。

ス

ピ

ー

ド

感

を

持

っ

て

進

め

た

い

」

な

ど

と

語

っ

た

。

　

東

京

都

商

店

街

振

興

組

合

連

合

会

と

東

京

都

商

店

街

連

合

会

は

１

月

９

日

、

新

宿

の

京

王

プ

ラ

ザ

ホ

テ

ル

で

、

４

年

ぶ

り

に

従

来

通

り

の

ス

タ

イ

ル

で

新

年

賀

詞

交

歓

会

を

開

い

た

。

コ

ロ

ナ

禍

で

中

止

や

規

模

縮

小

が

続

い

て

い

た

が

、

今

年

は

会

員

や

関

係

団

体

な

ど

か

ら

約

１

７

０

人

が

集

ま

っ

た

。

　

開

会

あ

い

さ

つ

で

山

田

昇

理

事

長

・

会

長

は

、

元

日

に

発

生

し

た

能

登

地

震

に

触

れ

、

被

災

し

た

人

々

へ

お

見

舞

い

の

言

葉

を

述

べ

る

と

と

も

に

、

「

商

店

街

に

あ

る

各

店

舗

は

、

い

わ

ば

地

域

の

分

散

さ

れ

た

備

蓄

倉

庫

。

何

か

あ

っ

た

時

に

商

店

街

の

物

資

を

提

供

で

き

る

よ

う

な

形

に

な

る

と

良

い

の

で

は

な

い

か

。

法

制

化

も

検

討

し

て

も

ら

え

た

ら

」

と

話

し

た

。

　

ま

た

、

コ

ロ

ナ

禍

を

巡

っ

て

は

「

５

類

移

行

後

、

大

き

な

イ

ベ

ン

ト

も

再

開

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

現

場

は

人

手

不

足

で

運

営

が

な

か

な

か

難

し

い

も

の

の

、

光

は

見

え

て

来

た

」

。

　

「

も

う

一

つ

の

商

店

街

の

課

題

は

女

性

活

躍

。

女

性

が

活

躍

で

き

る

場

を

も

っ

と

つ

く

っ

て

い

き

た

い

」

と

も

語

っ

た

。

　

山

田

理

事

長

・

会

長

は

、

イ

ベ

ン

ト

に

よ

る

地

域

活

性

化

や

災

害

時

支

援

な

ど

を

通

じ

て

「

『

商

店

街

が

な

い

と

困

る

』

と

言

わ

れ

る

よ

う

に

な

ろ

う

。

地

域

で

役

割

を

果

た

さ

な

け

れ

ば

存

在

価

値

は

な

い

と

思

う

」

と

呼

び

掛

け

、

新

年

の

抱

負

を

語

っ

た

。

　

一

方

、

来

賓

と

し

て

駆

け

付

け

た

小

池

百

合

子

・

都

知

事

も

、

能

登

地

震

や

羽

田

空

港

で

起

き

た

航

空

機

事

故

の

ニ

ュ

ー

ス

に

触

れ

、

「

リ

ス

ク

は

い

つ

や

っ

て

来

て

も

お

か

し

く

な

い

と

改

め

て

感

じ

る

正

月

だ

っ

た

。

首

都

直

下

地

震

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

リ

ス

ク

に

備

え

『

Ｔ

Ｏ

Ｋ

Ｙ

Ｏ

強

じ

ん

化

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

』

を

進

め

た

い

。

商

店

街

も

安

全

・

安

心

な

街

と

な

る

よ

う

連

携

を

確

保

し

て

ほ

し

い

」

と

話

し

た

。

　

ま

た

、

時

間

外

労

働

の

上

限

規

制

が

始

ま

り

輸

送

力

の

不

足

や

物

流

の

停

滞

な

ど

が

懸

念

さ

れ

る

２

０

２

４

年

問

題

に

加

え

、

団

塊

の

世

代

が

後

期

高

齢

者

（

�

歳

以

上

）

に

入

る

２

０

２

５

年

問

題

が

迫

っ

て

い

る

こ

と

を

指

摘

。

　

「

日

本

は

元

気

な

高

齢

者

が

多

い

が

、

皆

い

つ

か

は

介

護

が

必

要

に

な

る

。

東

京

都

は

チ

ル

ド

レ

ン

フ

ァ

ー

ス

ト

（

子

供

目

線

の

政

策

）

で

や

っ

て

き

て

い

る

が

、

介

護

分

野

に

も

光

を

当

て

、

介

護

人

材

を

確

保

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

な

ど

と

話

し

、

２

０

２

４

年

度

予

算

案

を

査

定

中

で

あ

る

こ

と

に

も

触

れ

た

。

　

商

店

街

に

対

し

て

は

、

「

商

店

街

は

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

核

。

持

続

可

能

な

成

長

を

続

け

ら

れ

る

都

政

を

一

緒

に

つ

く

っ

て

い

き

た

い

」

と

し

て

協

力

を

求

め

て

い

る

。

　

な

お

、

昨

年

１

月

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

延

期

し

て

い

た

都

商

連

の

創

立

�

周

年

記

念

式

典

を

、

新

年

会

と

合

わ

せ

て

開

催

。

ま

た

今

回

は

、

桑

島

俊

彦

氏

に

替

わ

っ

て

理

事

長

・

会

長

に

山

田

氏

が

昨

年

５

月

、

就

任

し

て

か

ら

初

め

て

の

新

年

会

と

な

る

。

　

東

京

都

は

２

月

�

日

午

後

２

時

～

３

時

�

分

、

都

庁

都

民

ホ

ー

ル

で

、

２

０

２

４

年

度

の

「

政

策

課

題

対

応

型

商

店

街

事

業

」

に

つ

い

て

説

明

会

を

開

く

。

　

同

事

業

は

「

環

境

」

「

防

災

」

「

福

祉

」

「

国

際

化

」

な

ど

、

行

政

課

題

の

解

決

に

つ

な

が

る

商

店

街

の

取

り

組

み

を

集

中

的

に

支

援

す

る

補

助

金

。

　

こ

れ

ま

で

の

例

で

は

、

Ｌ

Ｅ

Ｄ

街

路

灯

や

ソ

ー

ラ

ー

パ

ネ

ル

の

設

置

（

環

境

）

、

街

路

灯

Ｌ

Ｅ

Ｄ

ラ

ン

プ

の

交

換

（

省

エ

ネ

・

再

エ

ネ

）

、

老

朽

化

し

た

ア

ー

ケ

ー

ド

や

ア

ー

チ

の

撤

去

（

防

災

・

防

犯

）

、

共

同

荷

さ

ば

き

ス

ペ

ー

ス

や

付

帯

施

設

の

設

置

（

物

流

）

、

バ

リ

ア

フ

リ

ー

ト

イ

レ

の

設

置

（

福

祉

）

な

ど

が

補

助

対

象

と

な

っ

た

。

　

商

店

街

単

体

で

な

く

商

店

街

連

合

会

と

し

て

申

請

す

る

こ

と

も

で

き

る

。

　

補

助

率

は

原

則

８

割

（

一

部

メ

ニ

ュ

ー

は

９

割

）

、

上

限

額

は

１

億

２

０

０

０

万

円

。

具

体

的

に

は

予

算

案

成

立

後

に

確

定

す

る

。

　

説

明

会

へ

の

参

加

に

は

ウ

ェ

ブ

（

Ｑ

Ｒ

コ

ー

ド

）

か

ら

事

前

申

し

込

み

が

必

要

で

、

１

商

店

街

に

つ

き

２

人

ま

で

。

　

な

お

、

参

加

は

申

請

の

要

件

で

は

な

い

。

ま

た

説

明

会

後

３

月

に

は

、

都

産

業

労

働

局

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

事

業

説

明

や

申

請

様

式

な

ど

の

資

料

が

ア

ッ

プ

さ

れ

、

入

手

で

き

る

よ

う

に

な

る

予

定

。

　

ネ

ッ

ト

利

用

が

難

し

い

人

は

都

の

商

店

街

振

興

担

当

（

☎

�

・

５

３

２

０

・

４

７

８

７

）

へ

。

　

資

料

郵

送

申

し

込

み

の

電

話

受

付

は

３

月

１

日

か

ら

。


